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D 11 郡多忙に関j る島識埓佐 ば ）

大阪畝有大

甲了咀短大

〔(社)日 本 家 政 学 会

その1　 郡市民と衣庚生娘の関わり

岸本幸臣　○大村鷲代
哭斌£ふ

目的　前編と同様 てヽ`ある。

方法　前編と同様 で渦 う。

斡果　④現紅、日ネカ皓 面している問題として へ和舎保障紗渡 のみヽくれｙ「 佳 弘活水準

の低^  J を指摘 する傾刻が宛に. 次いで「 必働 ■ 操済的側 面」・「人妁側面」の鳥 題がゐ巾

られていう。靉域別守注としz  、天郡 市部 でヽ (I前布2  項S  /  の指狛が、農村部 でほ検看2

項目/＼の指摘お それぞれまg河的 バ高くなってぃ る。 ゛゙衣ま活・/食生治水､導の低｡き」｡゙ 及 斉

医啓 ■ 冶を水準の低o  a を開題か､とし て指摘T る`看雨i・ド でヽあI八 これらの項巨に 耳 して

は郡 帝化の程度/こ関わらT 失通して肯産評価されている。の象庭生廟 こ恥 丁る世才か 非 重

視項目 £捉 え:てみると、各攻誠芙速して ”家族の健康雄将.･ リごんらんの穴実 バ 止 位2

項a  を占匁 非物t 的ぼ剛 面の穴実ﾉこ雅 了う陽 吋 唱 く、遡 て 衣服.- リ主定.- ゛家具電

代製品 」とい 町 こ物 噴的ぼ側面A の関 心ヽは他い。攻域差のみられう項a  とし てII, ’経済

面の安産 』(I農村 部 で、' 敢膏面訥穴足 バ び 、夥 市部 でそれ ぞれ蜜複されておヽり、生活環

境 と童筏内鬼に和関がみうれる。③ 衣皮生活全体の評価 ほ、春暁域共に、才蔵意巌 収々 勢

^ 占かi に農村部ほど 爽生潅の 州 矢束を望ひ意､識岬

Ｊとめ　 ①人々ほ碩在の夥 弗政現象/て、攻域羞^ 肩しΓμ ヽヽ･らも/全体的にほ否友的痢 蜀瓦

-^る頑沁 傭 い。②暴戻 吉治の奮ﾈ紐 でヽは建域別 意徽差おみられ. 農 部ほど紛 勣騨 俑

の& 視威 バ1島１ る特ぬ･吻 乱 即ち鳶材鳶位恚は冷 以この彩 串代 の謐行/こ鳶銕 訂 包く一方、

夥 多代に無ブけられにむ 抑 向上μ 求めμ いと^  る恵哉 も同昨 玲 んて･^uるどね

D 12 拙 宅儒嬌 構迪 の多様化 に蘭t  る研 究

－ ケ 一入% タディ.  北 茂城 市中郷 ニa.    －タウン 住宅需専 実態調 瓦一

茨成 大放 育　 荒 川千 忽チ

a 的　 近年- 住｡宅・ 量的 充えr- 加久 て,     A. a ・経遭 の)i& 政-ft, B3. 代,     高齢 化将ぺを迎 え,

在 宅 。定住性、地方性 の再評峰 が‘なで れ、住 宅 の需給 祷追I- 多様 化 をI   れらしてい る、 ’す

な わち、 荻来 いお すヽる収X  の上｡弄、 家族<ri 拡 大・ 政最I- 伴 な、 て、段階的 改-I- を目稲 才住

み 替え需要nヽら、 地方 へのU    ターン？ 鳶粂 のiit.宅、 さ らrこ11 生怖を般 を 見1- し て転換 を図

る仕 宅取 得なご の儒 參 が、 そi＼ I- 対だt る 共榛i 相 俵 、て;i a  さ れてい る. その4  例 とし

X 、 北 茨城々 中郷 二－ －タウン の在宅 需黍 栗態調 瓦l 行 。卜ir, X丿 男1 報 告て る.

方法　 中郷 ＝･。-   タウ ン全牧 ＼o 3b 戸(  as 和53 ～S1 平 入刄 ）吟、44? 戸抽出、83  和5<) 平S 月、

噴 問軟r-  よろ貿 ■調 丘TL 気施、 肩勧 回 収票教3;fo 戸（ 回 収半70､5  %  )   ■£ 得 い 分有II 、 茨

城県 内.   首郡 画、 そのiiHヵヽ ら の入居肩 の羽生 ヒ首郡 圏 入居考 の問題 点ｌ 明 らりヽ にし に

紬 策R 〈 県 内>    μ、 子供 の小 さい弟 い世希 々ヽ ･i で、借 象、 榛与 在宅ヵヽ ら.    よ り良い浪

宅 を求めて将家 を取得 する、従 来・）住 宅蕎要 の典型r  あ る.   R  それに舛 しく首郡 圈>  a  .

中 鳥年層･バ相 村的i-v 多<    (高齢 夫婦 のふ世帯 ＝2  剣 ）、前住 宅ヵ心戸 建将家 べ片-i. 占め ■ え

後 の4 池 の恥め や胱蔚 公 を望 んで、I  作環境 の哀さ を評 佃L    てのK 肩*>< ^  V  あ る。R 入馮

I- ぷソ、 く県 内ン く首府i  >   t t) 、住 宅硯穣 の改善は8 劃ｌ 占め るμ 、通勤 条件 はく県 内

>   μ% 化｡ く-s 郡a  > そ改善 さ れていな い。R くt 瀕 圏> のb  劃･よ転職 で為'j 、 中郷^^､T,

I- 往む↑こめ卜 転､職 し ているが. 転職 後 の不満iJ 高（ 、 その最 大､理 由11 収X  減T‘ あ る.    c く

首郡 圈ン のワ多目２、県北 に地縁 、血 縁I*  な いが、 尤後 の住 宅 として のX  馮 濤II 、u  タ- ン

*l    7あ る。（S〉く 首郡 圏ン の転職 、退職 と*  . く県 内>  よ卜 永住意識 は払 い.


